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〇：目標を達成したもの、△：概ね達成したもの・複数ある目標のうち一部を達成したもの、×：目標を達成できなかったもの

事業名
事業の
区分

（注１）
区域名

事業の
実施主体

事業の目標 事業の達成状況
目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R5
担当課

R6
担当課

1
三重県介護サービス施
設・設備整備推進事業
費

③

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

地域包括ケアシステムの構築に向けて､第
8期介護保険事業支援計画等において予
定している地域密着型サービス施設等の
整備を行う｡

以下の施設等の整備及び開設準備経費の支援を
行った｡
･認知症高齢者グループホーム5事業所(63床)
(鈴鹿市､亀山市､伊賀市､名張市､東員町/うち3か所
は翌年度繰越)
･看護小規模多機能型居宅介護事業所 2事業所(13
床) (津市､伊勢市)

○
長寿介護
課

長寿介護
課

1
介護人材確保対策連携
強化事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

介護人材確保対策連携強化のための協
議会を3回程度開催する｡

令和5年度は､介護従事者の確保･定着に関する取組
を検討する協議会を3回開催した｡

○
長寿介護
課

長寿介護
課

2
福祉・介護の魅力発信
事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

県内の小学校･中学校･高等学校への訪
問40校程度､セミナーの開催30回(2000名
受講)程度実施する｡

県内の小学校･中学校･高等学校36校へ訪問し､セミ
ナーの開催22回､1,277名が受講した｡

×

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

3
介護員養成研修資格取
得支援事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

介護職員初任者研修等を3回開催し､受講
者を90名とする｡
研修参加者のうち就職者数40名とする｡

研修を3回開催し､28名が受講した｡また､そのうち17名
が福祉･介護施設に就職した｡

×

受講希望者が落ち込んでお
り、目標達成はならなかった。
研修回数や実施方法を精査
していく。

長寿介護
課

長寿介護
課

4 みえ介護技術コンテスト ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

一般社団法
人　三重県介
護福祉士会

40名程度を参加者とする
介護の日フェア開催
参加者22人

×
周知方法等を工夫したうえで
引き続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

5

小学生・中学生を対象
とした福祉セミナー
高校生・社会人を対象
とした福祉セミナー

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県介護
福祉士養成
施設協議会

セミナーを4校×2=8回程度開催する｡ セミナーを4校×5=20回開催した｡ ○
長寿介護
課

長寿介護
課

6
成年後見制度理解促進
事業

⑤ 桑員区域 桑名市

成年後見制度への理解を深めるための市
民向けシンポジウムを
開催する(100名参加･1回開催)

制度への理解を深めるための市民向けシンポジウム
を開催する(81名参加･1回開催)

△ 周知・広報を工夫する
長寿介護
課

長寿介護
課

7

介護施設への潜在看護
師発掘のための周知な
らびに研修支援事業
「老健看護セミナー」

⑤

桑員地域、三泗地域、鈴亀地
域、津地域、伊賀地域、松阪
地域、伊勢志摩地域、東紀州
地域

県内の事業
者団体

三重県内3会場において､45名(1会場あた
り15名)の参加､30名(1会場あたり10名)の
潜在看護師情報の収集および6名(1会場
あたり2名)の就労マッチングを目標とする｡

参加者27名､うち看護師資格保有者24名､視察検討･
希望者18名､就労検討者1名

×
周知方法等を工夫したうえで
引き続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課
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8
地域別認知症ケアの情
報発信および理解促進
事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体 8地域で､研修会を計8回開催 5地域で､研修会を計5回開催 ×

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

9 職場体験事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

職場体験日数を472日程度とし､参加者を
236名程度とする｡

体験日数延べ114日､参加者38人であった｡ ×

予定より参加者数が少なかっ
たが、事業へのニーズがある
ため引き続き実施。事業規模
や実施方法については実績
を踏まえ精査していく。

長寿介護
課

長寿介護
課

10 事務お助け隊派遣事業 ⑤ 桑員区域 桑名市

･補助金等の申請や実績報告を含む会計
書類の作成
･事務処理マニュアルの作成
･パソコンやICT機器等の活用法の指導
･支援を受ける側･行う側のマッチング
10団体

･補助金等の申請や実績報告を含む会計書類の作成
(3地区)
･事務処理マニュアルの作成(11地区社協に提供)
･パソコンやICT機器等の活用法の指導(11地区社協
でヒアリング)
･支援を受ける側･行う側のマッチング (11地区社協で
ヒアリング)

○
長寿介護
課

長寿介護
課

11
介護未経験者等研修支
援事業

⑤ 伊勢志摩地域 県内の市町
介護未経験者に対する研修支援事業全体
で12名を目標とする｡

初任段階の介護職員5名の介護職員初任者研修受講
に対して支援を行った｡

×

予定より受講者数が少なかっ
たが、事業へのニーズがある
ため引き続き実施。事業規模
については実績を踏まえ精査
していく。

長寿介護
課

長寿介護
課

12 介護職人材確保事業 ⑤ 桑員地域 県内の市町
介護未経験者に対する研修支援事業全体
で7名を目標とする｡

初任段階の介護職員2名の介護職員初任者研修受講
に対して支援を行った｡

×

予定より受講者数が少なかっ
たが、事業へのニーズがある
ため引き続き実施。事業規模
については実績を踏まえ精査
していく。

長寿介護
課

長寿介護
課

13
介護職員初任者研修等
助成事業

⑤ 鈴亀地域 県内の市町
介護未経験者に対する研修支援事業全体
で20名を目標とする｡

研修助成の募集を行ったが､申請者がいなかった｡(交
付実績なし)

×

受講者数がなかったが、事業
へのニーズがあるため引き続
き実施。事業規模については
実績を踏まえ精査していく。

長寿介護
課

長寿介護
課

14
介護未経験者に対する
研修支援事業

⑤ 桑員地域 県内の市町
介護未経験者に対する研修支援事業全体
で38名を目標とする｡

事業実施なし ×
令和６年度事業は実施しな
い。

長寿介護
課

長寿介護
課

15
介護事業所でのイン
ターンシップ・職場体験
の導入促進事業

⑤ 桑員地域 県内の市町

職場体験･インターンシップを3事業所で実
施､中学生･高校生･大学生各5名の参加を
目標とする｡

事業実施なし ×
令和６年度事業は実施しな
い。

長寿介護
課

長寿介護
課

16
福祉・介護人材マッチン
グ支援事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

就職者数150名程度とする｡ キャリア支援専門員の支援により122名が就職した｡ △
目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課
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17
介護現場における多様
な働き方導入モデル事
業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県老人保健
施設協会に
委託）

参加事業所数は30施設程度とする｡ 27施設でモデル事業を実施した｡ △
目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

18
介護助手等普及推進事
業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

介護助手等普及推進員を配置､15件程度
マッチングさせる｡

求職者と施設とのマッチング支援を実施し､5名の就職
に繋げた｡

△

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、実施方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

19
介護未経験者への一体
的支援事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

企業等へのテーマ別講座を10回程度(受
講者50名程度)実施する｡
入門的研修を実施し､受講者を150名程度
とする｡

企業等へのテーマ別講座を2回実施し､受講者49名｡
入門的研修修了者99名｡

×

予定より参加者数が少なかっ
たが、事業へのニーズがある
ため引き続き実施。事業規模
や実施方法については実績
を踏まえ精査していく。

長寿介護
課

長寿介護
課

20 介護助手導入支援事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等

10施設にて実施し､20名の就労につなげ
る｡

8施設で13名が就職した｡ ×

就職者は目標より少なかった
ものの、事業所におけるニー
ズは高くなっているため、就
職希望者への効果的なPR方
法やOJT方法を模索しながら
引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

21
令和５年度松阪市潜在
専門職トレーニングプロ
ジェクト

⑤
津地域・松阪地域・伊勢志摩
地域

県内の事業
者団体

①県内2校の高校と､大学へ出前講座を実
施し､参加者を合計
65名とする｡
②研修を3回開催し､参加者を20名とする｡
③就職フェアを開催､マッチングによる就職
者を10名とする｡

① 高校や大学からの依頼がなかったため､講座やガ
イダンスの実施はなかった｡
② 研修開催の代わりに3講座を動画配信し､35回の
視聴があった｡
③ 対面式及びオンラインの就職相談会を開催した
が､オンライン面接の参加者はなし｡就職相談会は5名
の参加者があり､就職決定者は2名であった｡

×

就職者は目標より少なかった
ものの、小規模事業所でも参
加できる等事業所における
ニーズは高くなっているため、
就職希望者への効果的なPR
方法やOJT方法を模索しなが
ら引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

22

介護補助員講習の実施
等からマッチングまでの
一体的支援事業（介護
補助員講習）

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体 研修を3回実施し､受講者を45名とする｡ 研修を3回実施し､受講者は48名となった｡ ○

長寿介護
課

長寿介護
課

23

生活援助従事者研修の
実施等からマッチング
までの一体的支援事業
（生活援助従事者研修）

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

研修を1回(11日間)実施し､受講者を15名
とする｡

研修を1回(11日間)実施し､受講者は7名､うち資格取
得者数は6名であった｡

×

研修受講が就職に直接的に
繋がらなかったが、各受講者
に応じたマッチングを行ってい
く。

長寿介護
課

長寿介護
課

24
介護に関する入門的研
修・生活援助従事者研
修の受講等支援事業

⑤ 桑員地域 県内の市町

入門研修､入門講座をそれぞれ年2回実施
し､入門研修は計60名､入門講座は計38名
の受講を目標とする｡

入門研修､入門講座をそれぞれ年2回(4日間×2回=8
日間)実施し､1回目に11名､2回目に15名の計26名の
受講があり､計13名が修了した｡

×

受講者数は目標に至らなかっ
たが、研修を通じて介護によ
り興味を持った参加者が介護
員初任者研修を受講するきっ
かけにもなっているため、周
知の方法等を検討しながら引
き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課
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25
将来の介護サービスを
支える若年世代の参入
促進事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の養成
施設

留学生等に対して1回程度セミナーを開催
し､啓発を行う｡

留学生等に対して日本語学習指導を4会場で計12回
実施し､進学を考える機会と介護の魅力発信､仕事の
理解につなげるための進学説明会を4会場で計4回実
施した｡

○
長寿介護
課

長寿介護
課

26
外国人留学生への奨学
金支給に係る支援事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等

外国人留学生120人程度に奨学金を貸与
又は給付する｡

外国人留学生99人に奨学金を貸与した｡ △
目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

27
福祉系高校修学資金貸
付事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県社会
福祉協議会

福祉系高校の学生20人以上に修学資金を
貸与する｡

修学資金を14人に貸与した｡ △
目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

28
介護分野就職支援金貸
付事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県社会
福祉協議会

就職支援金を110人に貸し付ける｡
就職支援金の募集を行ったが､貸付希望者がいな
かった｡(貸付実績なし｡)

×

事業の必要性及びニーズは
あるため、引き続き実施。事
業規模については実績を踏ま
え精査していく。

長寿介護
課

長寿介護
課

29
小規模事業所等人材育
成支援事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

人材の育成･定着等､専門的な助言･指導
を行うアドバイザーを20回程度派遣する｡
介護技術の向上等に関する研修講師を
120回程度派遣する｡

アドバイザーを24事業所に､研修講師を131回派遣し
た｡

○
長寿介護
課

長寿介護
課

30
社会福祉研修センター
事業費補助金

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県社会
福祉協議会

研修を27回開催し､受講者を1,640名とす
る｡

研修を21回開催し､1,016名が受講した｡ △
予定より受講者数が少なかっ
たが、事業へのニーズがある
ため引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

31
介護サービス提供事業
者資質向上事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体・職能
団体

研修を55回開催する｡ 研修を52回開催する｡ △

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

32
喀痰吸引等指導者養成
研修事業（長寿介護課）

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

喀痰吸引等の研修(1号･2号研修)を受ける
介護職員等の指導や評価のできる指導者
の養成を100名/年とするために､指導者養
成研修を2回(50名×2回)開催する｡

令和5年度は､指導者研修(1号･2号研修)を2回開催
し､42名が修了した｡

×
喀痰吸引に従事する介護職
員のさらなる養成のため、研
修を継続的に行っていく。

長寿介護
課

長寿介護
課

33
喀痰吸引等指導者養成
研修事業（３号研修）

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

喀痰吸引等を行うことができる介護職員の
養成を50名/年とするため､3号喀痰吸引等
研修を1回(50名)開催する｡

令和5年度は喀痰吸引等を行うことができる介護職員
(3号研修の基本研修修了者)を14名養成した｡

×

目標には届かなかったが、喀
痰吸引等研修に対するニー
ズはあるため、引き続き実施
する。

障がい福
祉課

障がい福
祉課

34
介護職員キャリアアップ
研修受講支援事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体、事業者
団体、介護事
業所等

キャリアアップのための研修受講料を150
名に補助する｡

キャリアアップのための研修受講料を150名に補助し
た。

○
長寿介護
課

長寿介護
課

35 終末期ケアセミナー ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

三重県内介護事業所､施設介護職員対象
受講人数50名

1回1日間開催
受講人数10名

×
周知方法等を工夫したうえで
引き続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課
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36
介護福祉士ファーストス
テップ研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

三重県内介護事業所､施設介護職員対象
1回開催15日間､1回6.5時間
受講人数20名

15日間 受講人数8名 ×

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

37 介護福祉士基本研修 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

三重県内介護事業所､施設介護職員対象
1回開催4日間､受講人数20名

4日間  受講人数16名 △

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

38
摂食・嚥下障害に携わ
る介護従事者への研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

一般社団法
人三重県言
語聴覚士会

摂食･嚥下障害に携わるリハビリテーショ
ン専門職対象
受講人数50名

事業実施なし ×

事業の必要性及びニーズはある
ため、引き続き実施。事業規模
については実績を踏まえ精査し
ていく。

長寿介護
課

長寿介護
課

39
地域での医療的ケアの
充実と病気の重症化予
防研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県看護
協会　各地区
支部

1地区あたり50名の参加｡のべ450名の参
加(50名×9地区)

研修会を9回(10地区)実施し､研修受講人数は434名
であった｡

○
長寿介護
課

長寿介護
課

40
小規模事業所職員の認
知症介護理論の再確認
のための研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

勉強会開催回数1回､参加者を90名予定 勉強会開催回数1回､54名が参加した。 ×

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

41
中堅職員向けのチーム
リーダーとして必要とな
るマネジメント研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体 勉強会開催回数1回､参加者を90名予定 勉強会開催回数1回､34名が参加した。 ×

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

42
介護支援専門員スー
パーバイザー派遣事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体等

面談を実施する事業所数を10事業所とす
る｡

面談を7事業所に実施した ×

目標には届かなかったが、
ニーズがあり参加事業所の
満足度は高いため、周知方
法等を工夫したうえで引き続
き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

43
介護支援専門員研修助
成事業

⑤ 桑員地域 県内の市町

1.更新研修 21名受講
2.主任介護支援専門員研修 4名受講
主任介護支援専門員更新研修 10名受講

1.更新研修 32名受講
2.主任介護支援専門員研修 9名受講
主任介護支援専門員更新研修 15名受講

○
長寿介護
課

長寿介護
課
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44
在宅介護サービススキ
ルアップ研修事業

⑤ 松阪地域
県内の事業
者団体

研修は4回で1回定員を30人とし､120人の
参加が目標

事業実施なし ×
令和６年度事業は実施しな
い。

長寿介護
課

長寿介護
課

45
介護施設、介護事業所
への出前研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

介護施設､介護事業所への出前研修等を
30回実施する｡

介護施設､介護事業所への出前研修等を30回実施し
た｡

○
長寿介護
課

長寿介護
課

46
介護施設、介護事業所
向け感染症対応力向上
研修事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（県看
護協会委託）

介護施設､介護事業所むけの実地研修を5
回以上開催する｡

介護施設､介護事業所むけの実地研修を5回(桑名､鈴
鹿､津､伊勢､熊野)開催するとともに､研修内容をまと
めた報告会を1回開催した｡

○
感染症情
報・検査
ＰＴ

感染症対
策課

47
各種研修に係る代替要
員の確保対策事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体、事業者
団体、介護事
業所等

代替要員確保による研修受講人数を30名
とする｡

代替要員確保により48名が研修を受講した｡ ○
長寿介護
課

長寿介護
課

48
潜在的有資格者等再就
業促進事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

研修受講者を150名程度とする｡
研修受講者のうち就職者数10名以上とす
る｡

Web研修を開催し､18人が受講した｡うち4名が実技研
修を受講した｡また､2名が就職へつながった｡

×
事業目標を大きく下回る結果
となった。実績を踏まえ、来年
度は実施しない。

長寿介護
課

長寿介護
課
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49
認知症ケアに携わる人
材の育成のための研修
事業

⑤

桑員地域、三泗地域、鈴亀地
域、津地域、伊賀地域、松阪
地域、伊勢志摩地域、東紀州
地域

三重県

①かかりつけ医認知症対応力向上研修修
了者数:1,115人
②認知症サポート医養成研修修了者
数:275人
③一般病院勤務の医療従事者に対する認
知症対応力向上研修修了者数:3,293人
④看護職員認知症対応力向上研修修了
者数:484人
⑤歯科医師認知症対応力向上研修修了
者数:401人
⑥薬剤師認知症対応力向上研修修了者
数:906人
*認知症施策推進大綱等をベースにした
三重県の修了者数(令和4年度末･累計)

①　かかりつけ医認知症対応力向上研修を49名が受
講し、修了者数は851名となった。
②　認知症サポート医養成研修を13名が受講し、修
了者数は258名となった。
③　認知症サポート医フォローアップ研修を69名が受
講し、修了者数は769名となった。
④　病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上
研修を112名が受講し、修了者数1117名となった。
⑤　看護職員認知症対応力向上研修を63名が受講
し、修了者数501名となった。
⑥　歯科医師認知症対応力向上研修を17名が受講
し、修了者数339名となった。
⑦　薬剤師認知症対応力向上研修を90名が受講し、
修了者数909名となった。
⑧　病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研
修を116名が受講し、修了者数が237名となった。
⑨　認知症初期集中支援チーム研修を35名が受講
⑩　認知症地域支援推進員研修を60名が受講
⑪　認知症対応型サービス事業管理者研修を2回実
施し、42名が受講した。
⑫　認知症対応型サービス事業開設者研修を1回実
施し、15名が受講した。
⑬　小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修
を1回実施し、受講者数を14名が受講した。
⑭　認知症介護指導者フォローアップ研修の受講者
は0名であった。
⑮　認知症介護研修カリキュラム検討会を年2回実施
した。

△

目標には届かなかったが、
ニーズがあり参加事業所の
満足度は高いため、周知方
法等を工夫したうえで引き続
き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

50
認知症サポーター活動
促進事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

県内のオレンジ。チューター養成数を令和
5年度までに9名にする(令和4年度:7名)｡全
市町を対象に､オレンジ・チューターによる
｢コーディネーター研修｣を実施し､市町に
オレンジ・チューターの派遣を行う｡

県内のオレンジ・チューター養成数は10名となった｡
(令和2年度:3名､令和3年度:2名､令和4年度:2名､令和
5年度:3名｡)市町向けの会議において､オレンジ・
チューターによる｢コーディネーター研修｣を実施した｡

○
長寿介護
課

長寿介護
課

51
後見申立支援研修（地
域包括ケアセンター職
員の資質向上事業）

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

後見申立支援研修 (40名×2回=80名) 研修を2回実施し23名が参加した｡ ×

研修の実施に係る準備に関し
ては年度前に打ち合わせを
行うなど実施手法を工夫す
る。

長寿介護
課

長寿介護
課

52
医療・介護連携を推進
するための人材の資質
向上研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県看護
協会　各地区
支部

一地区あたり20名､のべ180名(20名×9地
区)

看護職相談支援研修等を9地区で9回行った｡参加者
は延べ173名となった｡

△
研修の案内から開催までの
十分な周知期間を設けるな
ど、啓発を工夫する

長寿介護
課

長寿介護
課

53
多職種との連携に係る
認知症ケア担当者同士
の橋渡し事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

意見交換･連携の場を年に5回開催予定
個別講演会を4回､パネルディスカッションを1回開催
し､343名が参加した｡

○

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課
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54 成年後見人支援研修 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

① 成年後見人支援研修(30名×8箇所)
② 親族支援研修 (30名×3箇所)

① 成年後見人支援研修(8箇所 239名)
② 親族支援研修 (2箇所 75名)

△

研修の実施に係る準備に関し
ては年度前に打ち合わせを
行うなど実施手法を工夫す
る。

長寿介護
課

長寿介護
課

55
成年後見制度利用支援
事業

⑤ 桑員地域

桑名市（桑名
市社会福祉
協議会に委
託）

･フォローアップ研修の開催(市民後見人養
成講座修了生28人および日常生活自立支
援事業生活支援員26人対象､年1回開催)
･福祉後見サポートセンター運営委員会
(年2回×委員数10名)および小委員会(年2
回×委員数5名)開催

･フォローアップ研修の開催
(市民後見人および養成講座修了生等 12人､11/20開
催)
･福祉後見サポートセンター運営委員会の開催
(5/9,6/26,12/25,3/6 年4回開催)

○
長寿介護
課

長寿介護
課

56
介護サービス相談員等
研修支援事業

⑤

桑員地域、三泗地域、鈴亀地
域、津地域、伊賀地域、松阪
地域、伊勢志摩地域、東紀州
地域

三重県

介護サービス相談員研修養成研修:3名参
加
介護サービス相談員研修現任研修Ⅰ･
Ⅱ:11名参加

介護サービス相談員研修養成研修:6名参加
介護サービス相談員研修現任研修Ⅰ･Ⅱ:5名参加

△

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

57
地域づくり・まちづくりリハ
ビリテーション専門職人材
研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

一般社団法
人　三重県理
学療法士会

研修会1回の開催｡50名の参加｡ 研修会を1回開催し､137名が参加した｡ ○
長寿介護
課

長寿介護
課

58
地域リハビリテーション
支援スキルアップ事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

一般社団法
人　三重県作
業療法士会

認知症支援ｽｷﾙアップ研修会への参加 50
名
介護予防リハビリテーション多職種研修会
30名

認知症支援スキルアップ研修会への参加(1回･35名)
介護予防リハビリテーション多職種研修会(1回･37名) △

目標には届かなかったが、事業
に対するニーズがあるため、周
知方法等を検討し引き続き実施
する。

長寿介護
課

長寿介護
課

59
介護施設等防災リー
ダー養成支援事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
介護職員向けに､防災知識を習得するた
めの研修を､年1回開催する｡

介護職員向けに､防災知識を習得するための研修を
年1回開催し､179名の参加を得ることができた｡

○
長寿介護
課

長寿介護
課

60
外国人介護人材集合研
修実施事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体等 5団体程度に補助する｡ 4団体に補助した｡(延べ562名に対し研修を実施｡) △

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

61
外国人介護福祉士候補
者受入施設学習支援事
業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等

EPAの受入施設2施設(候補者2人)程度に
補助する｡

EPAの受入施設1施設(候補者1人)に補助した｡ ×
目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課
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62
介護職員に対する悩み
相談窓口設置事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

月15件程度の相談に対応できる体制の整
備(相談員の配置)をする｡
産業カウンセラー､社会保険労務士､臨床
心理士､弁護士等の専門相談を月2件程度
対応できるように体制の整備をする｡

延べ315件の相談に対応した｡
弁護士2件､臨床心理士2件の専門相談を行った｡

○
長寿介護
課

長寿介護
課

63
若手職員定着のための
対人関係研修

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

社会福祉法
人三重県社
会福祉協議
会

各回30名程度が参加する勉強会を年2回
開催する｡

①若手職員定着向けのコミュニケーション能力向上研
修
1日の研修を集合形式で実施 参加者18名
②福祉職員向けモチベーションアップ研修
1日のオンライン形式(Zoom)で1回開催
参加者13名

×

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるた
め、周知方法等を検討し引き
続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

64
管理者等に対する雇用
管理改善方策普及・促
進事業（セミナー開催）

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

セミナーを5回開催し､参加者計200名を目
標とする｡

セミナーを5回開催し､162名が参加した｡ △

新型コロナウイルス感染症の
影響も以前多少あり、目標に
は届かなかったが、ニーズは
あるため、開催方法や内容を
精査したうえで引き続き事業
を実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

65
管理者等に対する雇用
管理改善方策普及・促
進事業（雇用管理相談）

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体 専門家による訪問相談を11事業所に行う｡ 専門家による訪問相談を29事業所に行った｡ ○

長寿介護
課

長寿介護
課

66
働きやすい介護職場応
援制度構築事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県（三重
県社会福祉
協議会に委
託）

宣言を15事業所が実施｡ 51事業所に対して取組宣言の証明を行った｡ ○
長寿介護
課

長寿介護
課

67
離島・中山間地域等介
護人材確保支援事業

⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等 36名の就労につなげる｡

補助金の募集を行ったが､希望者がいなかった｡(交付
実績なし｡)

×

事業の必要性及びニーズは
あるため、引き続き実施。事
業規模については実績を踏ま
え精査していく。

長寿介護
課

長寿介護
課
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